
日本を代表する日本を代表する「漫画原作者」梶原一騎先生「漫画原作者」梶原一騎先生 漫画関連作品漫画関連作品が高森町へ無償譲渡されましたが高森町へ無償譲渡されました

梶原一騎先生の自宅兼アトリエや無償譲渡された　作品コンテンツについて、一部紹介いたします。
●映像作品

高森高校高森高校
マンガ学科マンガ学科

実習棟への展示実習棟への展示

※現在一般開放は行っておりません

●その他コンテンツ
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・本名：高森 朝樹（たかもり　あさき）
・1936年～1987年
・日本を代表する漫画原作者、小説家、映画プロデューサー
　�特に格闘技やスポーツを題材にした作品で知られ、数多くのヒット作を生み出した
・�作品の数々は社会現象を巻き起こすほどの人気を博し、「スポ根」というジャンルの基

礎を確立
・父方の祖父が熊本県阿蘇郡高森町に所縁
・�1966年野球漫画『巨人の星』の連載を開始し、その後も、『あしたのジョー』、『タイガー

マスク』、『空手バカ一代』、『愛と誠』など、数々のヒット作を生み出し、現在におい
ても国内外の多くのファンから愛されている

『巨人の星』、『あしたのジョー』、『タイガーマスク』
『空手バカ一代』、『赤き血のイレブン』、『侍ジャイアンツ』
『キックの鬼』、『愛と誠』、『チャンピオン太』　など
これらの作品は、テレビアニメ化されるなど多方面で人気を博し
社会現象を巻き起こした

1968年 第6回 講談社児童まんが賞
1975年 講談社漫画賞（『愛と誠』）
　ほか多数受賞歴あり

代表的な作品 主な受賞歴
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